
 

 

神経発達症に関する国際臨床レジストリの構築と解析 

１．研究の対象 

2020年 10月までに、当院小児科の発達・睡眠外来を受診された方および小児科発達・

睡眠・高次脳グループが行った臨床研究に参加された方。 

 

２．研究目的・方法 

神経発達症の患者数は世界的に増加していますが、その脳科学的基盤の解明や治療・介

入法の開発についてはいまだ根本的な解決には至っていません。神経発達症をはじめとし

た子どものこころに関する諸問題の背景には、遺伝・民族・文化の違いが存在し、アジア

での大規模データの蓄積と多施設共同研究が必要です。本研究は、アジア地域における大

規模共同研究の行う上での基礎となりうる情報を集積する臨床レジストリの構築を目的と

しています。集積された情報は、罹患率や民族文化的要因の解析に用いるとともに、さら

なる疫学調査や臨床試験を行う上での基礎情報として活用します。研究期間は、2030年 3

月 31日までを予定しています。 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

年齢、性別、診断名、合併基礎疾患名、治療歴、認知発達検査、生理検査、脳画像検査

の情報等。 

４．外部への資料・情報の提供 

 データセンターへの登録は、氏名等の個人情報を削除した上で特定の関係者以外がア

クセスできない web システムを用いて行います。共同研究施設への情報提供は、特定

の関係者以外がアクセスできない web システム、パスワード設定を行った電子媒体の

配達記録の残る郵送、パスワード設定を行った電子メールのいずれかで行います。対応

表は当院の研究責任者が保管管理します。また、将来的に神経発達症に関する欧米の国

際コンソーシアム等の国際的データベース事業にレジストリデータを提供する場合が

あります。 

５．研究組織 

研究代表者・研究責任者：橘 雅弥 大阪大学大学院医学系研究科 小児科学 特任准

教授 

研究分担者（共同研究施設責任者）： 

 ＜国内＞ 

廣澤 徹 金沢大学子どものこころの発達研究センター 特任助教 

 土屋賢治 浜松医科大学子どものこころの発達研究センター 特任教授 

 田口佳代子 千葉大学子どものこころの発達教育研究センター 特任助教 

友田明美 福井大学医学部附属病院子どものこころ診療部 教授 

斉藤まなぶ 弘前大学医学部 神経科精神科 准教授 

 



 

 

＜海外＞ 

スバシニ・ジャヤナス マラヤ大学医学部 小児科 講師 （マレーシア） 

エルメニルダ・L・アベンダーニョ フィリピン小児医療センター 小児神経科学セ

ンター センター長（フィリピン） 

ジャリヤ・チャタピジス マヒドン大学医学部 小児科 准教授 （タイ） 

ハルディオノ・パスポネゴロ インドネシア国立大学医学部小児科 教授 （インド

ネシア） 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、情報が当該研究に用いられることについて対象者もしくは対象者の代理人の方に

ご了承いただけない場合には研究対象とはいたしません。下記の連絡先までお申出くださ

い。その場合でも対象者の方に不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

浜松医科大学子どものこころの発達研究センター  

〒431-3192 浜松市東区半田山 1-20-1 

053-435-2331 

土屋賢治（研究分担者） 

または 

大阪大学大学院医学研究科小児科学  

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘２－２ 

TEL 06-6879-3932 

橘 雅弥（研究責任者） 

 

-------------------------------------------------------------------以上 

 


